
・南が丘　4期目
・総務常任委員会委員

☎090-6010-7129

古木勝久

一般
質
問
動
画
は

こ
ち
ら
か
ら

☎080-5375-3240

・北矢名　1期目
・環境都市常任委員会副委員長

一般
質
問
動
画
は

こ
ち
ら
か
ら

桑原昌之

☎090-5752-8260

・曽屋　1期目
・文教福祉常任委員会副委員長

田中めぐみ

一般
質
問
動
画
は

こ
ち
ら
か
ら

☎090-2667-5499

・今泉　2期目
・総務常任委員会委員長

原 聡

代
表
質
問
動
画
は

こ
ち
ら
か
ら

と
も
に
つ
く
る
秦
野

　
令
和
８
年
第
１
回
定
例
月
会
議
は
、
新
年
度
予
算
案
な
ど
を
審
査
す

る
重
要
な
議
会
で
あ
る
。
施
政
方
針
に
対
し
原
聡
議
員
が
代
表
質
問
を

行
い
、
古
木
勝
久
議
員
、
桑
原
昌
之
議
員
、
田
中
め
ぐ
み
議
員
が
一
般

質
問
に
立
っ
た
。
今
号
で
は
一
般
会
計
予
算
案
に
対
す
る
修
正
動
議
を

含
め
て
、
そ
の
一
部
を
報
告
し
ま
す
。

令和８年３月
第１回定例月会議

議会報告

■
人
口
減
少
時
代
に
お
け
る

空
家
対
策
に
つ
い
て

　
本
市
の
空
家
の
現
状
と
課

題
、
今
後
の
展
望
に
つ
い
て

質
問
。

　

本
市
の
戸
建
て
空
屋
数

は
、
令
和
６
年
度
調
査
時
点

で
は
、
１
０
７
２
件
で
増
加

傾
向
に
あ
り
、
管
理
が
行
き

届
か
な
い
空
屋
の
相
談
が
市

役
所
へ
年
間
１
０
０
件
ほ
ど

寄
せ
ら
れ
て
い
る
と
の
こ

と
。
適
切
な
管
理
依
頼
に
対

応
し
な
い
場
合
は
、
管
理
不

全
空
屋
や
特
定
空
屋
へ
認
定

す
る
措
置
が
取
ら
れ
る
こ
と

に
な
る
。

　
２
０
４
３
年
に
は
、
市
内

の
空
屋
率
も
20
％
に
迫
る
と

い
う
予
測
も
あ
り
、
「
空
屋

に
し
な
い
・
さ
せ
な
い
」
啓

発
に
努
め
、
宅
建
協
会
な
ど

の
連
携
や
人
員
体
制
を
強
化

す
る
よ
う
要
望
し
た
。

■
人
口
減
少
時
代
に
お
け
る

水
道
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

　
本
市
の
水
道
施
設
の
維
持

管
理
の
現
状
と
課
題
、
今
後

の
展
望
に
つ
い
て
質
問
。

　
本
市
は
、
送
水
管
と
配
水

管
を
合
わ
せ
て
約
７
０
０
㎞

の
管
路
を
常
時
監
視
し
て
維

持
管
理
し
て
い
る
。
今
後
の

水
需
要
減
少
を
踏
ま
え
た
水

道
施
設
の
統
廃
合
や
ダ
ウ
ン

サ
イ
ジ
ン
グ
な
ど
を
検
討
し

な
が
ら
更
新
を
し
て
い
く
計

画
と
の
こ
と
。

　
本
市
の
水
道
事
業
は
、
市

民
に
と
っ
て
も
自
慢
の
ひ
と

つ
で
あ
る
が
、
こ
ち
ら
も
人

材
不
足
が
深
刻
で
あ
る
。
デ

ジ
タ
ル
技
術
の
積
極
的
な
導

入
も
含
め
採
用
に
力
を
入
れ

る
よ
う
要
望
し
た
。

■
学
校
教
育
に
お
け
る
デ
ジ

タ
ル
活
用
に
つ
い
て

　
「
ア
ナ
ロ
グ
回
帰
」
が
話

題
に
な
っ
て
い
る
中
で
、
本

市
の
小
中
学
校
に
お
け
る
デ

ジ
タ
ル
活
用
の
現
在
地
を
確

認
し
、
子
ど
も
た
ち
の
健
康

に
留
意
し
な
が
ら
、
デ
ジ
タ

ル
と
ア
ナ
ロ
グ
の
良
さ
を
生

か
し
た
教
育
活
動
に
繋
げ
る

よ
う
専
門
家
と
し
て
提
言
し

た
。

■
県
と
の
連
携
で
適
切
な
鳥

獣
被
害
対
策
を

　
本
市
鳥
獣
被
害
防
止
計
画

に
は
県
と
の
連
携
や
役
割
分

担
が
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
県
と
は
具
体
に
ど
の
よ
う

な
情
報
を
共
有
し
、
役
割
を

分
担
し
て
い
る
か
が
明
文
化

さ
れ
て
い
な
い
。

　
ま
た
対
策
の
３
本
柱
の
環

境
整
備
・
防
除
・
捕
獲
で

は
、
将
来
、
誰
が
担
い
、
ど

の
よ
う
に
継
続
し
て
い
く
の

か
が
不
明
確
で
あ
る
。

　
今
後
は
野
生
動
物
の
科
学

的
デ
ー
タ
を
把
握
し
て
い
る

県
と
の
連
携
で
、
個
体
数
、

個
体
群
等
の
様
々
な
情
報
を

共
有
し
、
更
に
組
織
体
制
の

強
化
を
図
り
な
が
ら
、
鳥
獣

被
害
の
対
策
を
講
じ
る
こ
と

を
要
望
し
た
。

■
震
生
湖
の
太
鼓
橋
等
の
工

事
の
在
り
方
を
問
う

　
文
化
財
区
域
内
の
公
共
工

事
で
は
「
自
然
環
境
や
景
観

へ
の
影
響
を
で
き
る
限
り
配

慮
す
る
」
と
の
答
弁
で
あ
っ

た
が
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
施
工

等
で
環
境
や
安
全
が
損
な
わ

れ
て
い
る
。
一
定
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
が
必
要
で
は
な
い
か

と
要
望
し
た
。

■
早
期
に
秦
野
市
登
録
文
化

財
制
度
の
導
入
を

　
過
去
に
２
度
提
案
し
、
令

和
３
年
度
か
ら
総
合
計
画
に

盛
り
込
ま
れ
た
が
、
早
急
に

対
応
す
る
よ
う
要
望
し
た
。

他
に
は
国
の
補
助
が
あ
る
文

化
財
保
存
活
用
地
域
計
画
や

文
化
財
保
護
指
導
委
員
制
度

導
入
を
要
望
し
た
。

■
財
源
の
透
明
性
と
市
民
の

知
る
権
利
に
つ
い
て

　
公
立
認
定
こ
ど
も
園
の
経

費
に
関
す
る
普
通
交
付
税
の

措
置
額
は
正
確
に
示
せ
な
い

と
の
答
弁
だ
っ
た
が
、
本
市

に
は
昨
年
度
で
も
約
62
億
円

の
普
通
交
付
税
が
様
々
な
行

政
分
野
に
配
分
さ
れ
て
い

る
。
算
定
の
難
し
さ
は
あ
る

が
、
市
民
に
は
概
略
を
知
る

権
利
が
あ
り
、
財
源
の
透
明

性
の
観
点
か
ら
公
開
す
べ
き

で
は
な
い
か
と
要
望
し
た
。

■
秦
野
駅
北
口
の
多
世
代
交

流
施
設
～
届
け
よ
う
‼
議
論

の
必
要
性
と
市
民
の
声

　
秦
野
駅
北
口
に
建
設
予
定

の
多
世
代
交
流
施
設
と
周
辺

利
用
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
入
居
に
つ

い
て
、
様
々
な
社
会
的
困
難

に
よ
り
働
く
こ
と
が
難
し
い

方
に
も
、
前
向
き
に
働
く
環

境
の
充
実
に
繋
げ
た
い
と
の

答
弁
が
あ
っ
た
。
平
成
18
年

度
に
秦
野
商
工
会
議
所
か

ら
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
誘
致
の

要
望
書
が
で
て
い
る
が
、
社

会
情
勢
は
変
化
し
て
い
る
。

秦
野
商
工
会
議
所
や
市
内
金

融
機
関
へ
利
用
の
実
態
調
査

を
し
、
活
用
の
再
検
討
を
要

望
し
た
。
ま
た
、
今
後
、
多

世
代
交
流
施
設
が
、
ど
の
よ

う
な
に
ぎ
わ
い
に
繋
が
る
の

か
、
計
画
で
示
さ
れ
る
が
、

疑
問
を
感
じ
て
い
る
市
民
も

多
い
た
め
、
丁
寧
な
合
意
形

成
を
要
望
し
た
。

　
周
辺
道
路
へ
の
影
響
に
つ

い
て
、
多
世
代
交
流
施
設
が

で
き
た
こ
と
で
は
、
交
通
へ

の
影
響
は
あ
ま
り
な
い
と
考

え
て
い
る
と
答
弁
が
あ
っ

た
。
拡
幅
が
行
わ
れ
て
い
る

県
道
７
０
５
号
相
互
通
行
開

始
で
は
、
交
通
量
の
増
加
が

見
込
ま
れ
る
た
め
、
変
更
と

な
る
規
制
等
に
つ
い
て
、
今

後
、
県
や
警
察
か
ら
地
域
の

方
々
に
対
し
て
示
さ
れ
る
。

市
民
に
対
し
て
は
十
分
な
Ｐ

Ｒ
を
要
望
し
た
。

■
災
害
関
連
死
防
止
の
た
め

に
、
実
効
性
の
あ
る
個
別
避

難
計
画
を

　
本
市
の
個
別
計
画
の
作
成

状
況
は
、
本
年
１
月
末
現

在
、
高
齢
者
、
障
が
い
者
な

ど
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿

の
対
象
者
は
１
４
９
５
人

で
、
作
成
率
12
・
７
％
で
あ

る
。
そ
の
中
で
重
要
と
な
る

更
新
頻
度
を
定
め
る
こ
と

や
、
福
祉
避
難
所
の
拡
充
、

移
動
支
援
に
つ
い
て
要
望
し

た
。

　
そ
の
他
医
療
的
ケ
ア
児
、

介
護
で
電
源
確
保
が
必
要
な

方
へ
助
成
を
求
め
た
。

■
市
民
に
寄
り
添
い
現
場
の

声
に
耳
を
傾
け
た
市
政
を

　
会
派
を
代
表
し
、
令
和
８

年
第
１
回
定
例
月
会
議
に
お

い
て
代
表
質
問
を
行
っ
た
。

総
合
計
画
は
だ
の
２
０
３
０

プ
ラ
ン
後
期
基
本
計
画
の
初

年
度
と
い
う
重
要
な
節
目
に

あ
た
り
、
市
長
の
施
政
方
針

お
よ
び
新
年
度
予
算
案
が
市

民
生
活
の
中
で
ど
う
具
体
化

さ
れ
、
そ
の
実
効
性
の
視
点

か
ら
市
政
の
方
向
性
と
取
組

に
つ
い
て
質
問
し
た
。

　
最
大
の
論
点
は
秦
野
駅
北

口
の
多
世
代
交
流
施
設
で
あ

る
。
未
来
図
作
成
と
並
行
し

整
備
が
先
行
す
る
現
状
に
対

し
、
事
業
規
模
や
財
政
負
担

の
不
確
実
性
、
さ
ら
に
は
市

民
合
意
の
不
足
を
指
摘
し
、

丁
寧
な
合
意
形
成
を
含
め
て

事
業
の
進
め
方
の
見
直
し
を

要
望
し
た
。

　
子
育
て
で
は
ぽ
け
っ
と
21

に
相
談
体
制
の
強
化
が
示
さ

れ
、
対
象
は
妊
娠
期
か
ら
18

歳
ま
で
の
子
ど
も
の
保
護
者

と
そ
の
家
族
、
子
ど
も
自
身

と
な
っ
た
た
め
、
新
た
に
入

り
や
す
い
工
夫
な
ど
の
環
境

整
備
を
要
望
し
た
。
防
災
で

は
情
報
シ
ス
テ
ム
の
機
能
強

化
が
進
む
一
方
、
効
果
的
な

現
場
運
用
を
踏
ま
え
た
実
効

性
の
確
保
を
要
望
し
た
。

　
ま
た
農
業
で
は
担
い
手
不

足
や
遊
休
農
地
の
増
加
が
進

む
中
、
都
市
農
業
の
持
続
性

を
高
め
て
い
く
た
め
、
「
稼

げ
る
農
業
」
を
確
立
す
る
必

要
が
あ
る
。
高
付
加
価
値
化

や
加
工
・
直
販
、
観
光
と
の

連
動
に
よ
る
単
価
向
上
、
さ

ら
に
は
品
目
選
択
の
再
検
証

を
含
め
た
総
合
的
な
作
戦
の

必
要
性
、
農
業
所
得
を
指
標

と
し
た
実
効
性
あ
る
都
市
農

業
戦
略
の
構
築
を
強
く
要
望

し
た
。

　
今
後
も
現
場
や
地
域
の
声

に
耳
を
傾
け
、
市
民
の
暮
ら

し
に
直
結
す
る
課
題
を
捉

え
、
実
効
性
あ
る
施
策
と
分

か
り
や
す
い
説
明
を
求
め
、

議
会
の
立
場
か
ら
提
案
を

行
っ
て
い
く
。

　「ともにつくる秦野」は、多世代交流施設整備に賛成の立場である 。しかし、本定例月
会議では、より多くの市民の声を聞きながら事業を進めること、約40億円の巨額事業には
最上位計画への明記や基本計画の提示、設計を経て予算化する手順を丁寧に踏むこと
が重要だと考え、用地確保費を削除する修正案を提出した（賛成５、退席４、反対13で否
決）。秦野駅北口周辺が真ににぎわうためには、より丁寧な対話を重ね、多くの市民とビ
ジョンを共有することが必要不可欠であると今後も訴えていく。 修正動議の動画はこちら


